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新
た
な
年
を
迎
え
、
文
化
財
係
と
芭
蕉
記

念
館
で
実
施
す
る
３
つ
の
展
示
を
ご
案
内
し

ま
す
。

　

ま
ず
、
文
化
財
係
に
よ
る
２
つ
の
展
示
で

す
。
ひ
と
つ
は
、
１
月
18
日
（
水
）
か
ら
29

日
（
日
）
ま
で
、
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館
で
開

催
す
る
「
江
東
古
写
真
展
」
で
す
。
内
容
は
、

昭
和
30
年
頃
の
古
写
真
と
現
在
の
写
真
を
並

べ
、
展
示
し
ま
す
。
た
だ
〝
な
つ
か
し
む
〞

だ
け
で
な
く
、
古
写
真
の
な
か
に
広
が
る
当

時
の
「
世
界
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
次

は
、
２
月
24
日
（
金
）
か
ら
26
日
（
日
）
ま

で
の
３
日
間
、
深
川
江
戸
資
料
館
で
開
催
す

る
「
江
東
区
伝
統
工
芸
展
」
で
す
。
区
内
に

は
、
江
東
区
無
形
文
化
財
保
持
者
に
認
定
さ

れ
て
い
る
、
多
く
の
職
人
さ
ん
が
住
ん
で
い

ま
す
。
日
頃
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
伝
統
の

技
を
、
実
演
や
展
示
作
品
を
通
し
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。
体
験
も
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

飛
び
入
り
で
「
弟
子
入
り
」
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
最
後
は
、
芭
蕉
記
念
館
で
、
現
在
開

催
さ
れ
て
い
る
企
画
展
「
近
代
の
俳
人
」
展

で
、
芭
蕉
が
門
人
に
あ
て
た
「
呂
丸
宛
芭
蕉

書
簡
（
写
）」
も
初
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

年
明
け
の
寒
い
季
節
で
す
が
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
次
頁
以
降
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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史
と
文
化
財
の

昭和30年頃の亀戸駅北口付近
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）も
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古
写
真
は
、
昔
の
様
子
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に

知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
の
ひ
と
つ

で
す
。
文
化
財
係
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
く

の
古
写
真
を
収
集
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一

部
は
、
平
成
３
年
刊
行
の
『
思
い
DE
写
真
館
』

や
平
成
16
年
刊
行
の
『
江
東
古
写
真
館
』
に

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
「
下
町

文
化
」紙
上
で
も
、「
こ
う
と
う
今
昔
」の
コ
ー

ナ
ー
で
折
々
に
紹
介
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
か
ら
は
、
文
化
財
保
護
推
進
協

力
員
の
有
志
を
中
心
と
し
た
古
写
真
整
理
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
文
化
財
係
で
収

集
し
た
古
写
真
の
整
理
作
業
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
整

理
作
業
も
一
段
落
が
つ
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
収
集

し
た
古
写
真
の
展
示
・
公
開
を
す
す
め
て
い

き
ま
す
。
そ
の
第
一
歩
が
、
今
回
開
催
す
る

「
江
東
古
写
真
展
―
昭
和
の
想
い
出
、
平
成

の
風
景
―
」
で
す
。
今
回
は
、
江
東
区
が
大

き
な
変
化
を
と
げ
た
昭
和
30
年
代
〜
40
年
代

の
古
写
真
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

　

展
示
す
る
古
写
真
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
の
選
定
に
よ
る
も
の
で
、
撮
影
場
所
の

特
定
や
説
明
文
な
ど
も
、
す
べ
て
メ
ン
バ
ー

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
も
の
で
す
。
古
写
真
の

撮
影
地
点
を
示
し
た
地
図
や
、
同
じ
場
所
を

撮
影
し
た
現
在
の
写
真
も
展
示
し
ま
す
。
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
過
去
と
現
在
の
移
り
変
わ

り
が
一
目
で
わ
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
展
示
に
は
、
も
う
一
つ
狙
い
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
回
の
展
示
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
区
内
に
埋
も
れ
て
い
る
古
写
真

を
さ
ら
に
発
掘
す
る
こ
と
で
す
。
昨
年
８
月

11
日
号
の
区
報
で
展
示
用
古
写
真
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
に
予
想
以
上
の
ご
提

供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。江
東
古
写
真
展
で
は
、

こ
う
し
た
区
民
の
方
々
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
き

ま
し
た
貴
重
な
古
写
真
も
展
示
し
ま
す
。

　

古
写
真
は
、
当
時
の
様
子
を
知
る
方
に
は

懐
か
し
く
見
え
、
新
た
に
区
民
と
な
っ
た
方

に
は
新
鮮
に
映
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
懐
か
し
く
も
新
し
い
、
約
半
世
紀
前
の

江
東
区
の
姿
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期　

間　

平
成
24
年
１
月
18
日
（
水
）
〜

１
月
29
日
（
日
）

会　

場　

深
川
東
京
モ
ダ
ン
館

（
門
前
仲
町
１
│
19
│
15
）

※ 

本
展
示
は
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館
と
の
共
催

で
す
。
モ
ダ
ン
館
の
開
館
時
間
は
10
時
〜

18
時
、
入
場
は
無
料
で
す
。

※
１
月
23
日
は
月
曜
日
の
た
め
休
館
で
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

中
西
崇
）

―

昭
和
の
想
い
出
、平
成
の
風
景―
江
　
　
東

古
写
真
展

下の古写真は、今のどこの場所を撮影したものでしょうか？（答えは会場にて）
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江
東
区
は
、
江
戸
東
京
の
消
費
を
支
え
る

商
工
業
の
町
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
橋
の
問
屋
街
に
近
く
、
ま
た
木
場
や
縦

横
に
走
る
水
路
と
い
っ
た
環
境
に
め
ぐ
ま

れ
、
生
活
に
密
着
し
た
品
を
作
る
職
人
が
多

く
お
り
、
今
日
も
た
く
さ
ん
の
職
人
が
そ
の

腕
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
江
東
区
教
育
委
員

会
で
は
、
伝
統
工
芸
の
技
を
受
け
継
ぐ
方
を

無
形
文
化
財
保
持
者
と
し
て
認
定
し
て
き
ま

し
た
。
認
定
件
数
は
現
在
46
件
で
す
。

　

本
展
は
、
伝
統
工
芸
品
の
展
示
の
ほ
か
、

区
無
形
文
化
財
保
持
者
に
よ
る
実
演
も
行
い

ま
す
（
日
程
表
参
照
）。
長
年
の
修
業
に
よ
っ

て
得
た
技
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
体
験
が

可
能
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

本
展
を
通
し
て
、
そ
の
道
一
筋
に
精
進
し

て
き
た
職
人
の
世
界
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

◆
伝
統
工
芸
品
即
売
（
会
期
中
）

　

会
場
内
で
、
江
東
区
伝
統
工
芸
保
存
会
に

よ
る
伝
統
工
芸
品
の
即
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

実
演
公
開

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

（
適
宜
休
憩
を
取
り
ま
す
）

　

日
程
に
つ
い
て
は
、
右
記
の
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
な
お
、
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

技
の
体
験
（
実
費
が
か
か
り
ま
す
）

　

①
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

　

②
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

　

実
演
日
程
表
の
う
ち
、　　
　

の
技
術
で

体
験
が
で
き
ま
す
。
申
込
は
会
場
で
直
接
職

人
さ
ん
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

木場IC

東西線

都営新宿線

半蔵門線
清
澄
白
河
駅

森下駅 菊川駅

木場駅

門前仲町駅

木場IC

新大橋新大橋 新大橋通り

隅
田
川

小名木川

隅
田
川

小名木川 高
橋
高
橋

森下文化センター

永代通り

木場IC

葛西橋通り

芭
蕉
記
念
館
・
分
館

清澄庭園
深川図書館

清澄庭園
深川図書館

海
辺
橋
海
辺
橋

清
澄
通
り

仙台堀川

清洲橋清洲橋
清澄
白河駅前
清澄
白河駅前

清澄
庭園前
清澄
庭園前

首都高速道路首都高速道路

清洲橋通り

森下文化センター

清洲橋通り

三
ツ
目
通
り

木
場
公
園採荼庵跡

深川江戸資料館

都
営
大
江
戸
線

木
場
公
園

深川江戸資料館
－案内図－

●都営地下鉄大江戸線「清澄白河」駅下車A3出口
　徒歩3分

●東京メトロ半蔵門線「清澄白河」駅下車A3出口
　徒歩3分

●都バス門33 「清澄庭園前」下車徒歩3分

●都バス秋26 「清澄白河駅」下車徒歩4分

交　　通

江
東
区
伝
統
工
芸
展

江
東
区
伝
統
工
芸
展

日
時　

平
成
24
年
２
月
24
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
26
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

会
場　

深
川
江
戸
資
料
館 

　
　
　

地
階
レ
ク
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
（
江
東
区
白
河
１
―
３
―
28
）

入
場
無
料

実演日程表
技術 保持者

2/24
（金）

木工（彫刻） 渡邉美憲
木工（建具） 友國三郎
木工（指物） 山田一彦
木工（襖榾・椽） 鈴木延坦
金工（刀剣研磨） 臼木良彦
相撲呼び出し裁着袴製作 富永 皓
染織（更紗染） 佐野利夫・佐野勇二
染織（紋章上絵） 石合信也
あめ細工 青木 喜

2/25
（土）

庖丁製作 吉澤 操
木工（建具） 友國三郎
木工（指物） 山田一彦
表具 岩崎清二・岩崎 晃
染織（更紗染） 佐野利夫・佐野勇二
染織（無地染） 近藤良治
手描友禅 和田宣明
染色補正 丸田常廣
簾製作 豊田 勇
あめ細工 青木 喜

2/26
（日）

木工（彫刻） 岸本忠雄
木工（指物） 山田一彦
木工（襖榾・椽） 鈴木延坦
金工（刀剣研磨） 臼木良彦
ガラス工（江戸切子） 須田富雄
ガラス工（江戸切子） 小林淑郎
簾製作 豊田 勇
染織（更紗染） 佐野利夫・佐野勇二
染織（紋章上絵） 亀山晴男
あめ細工 青木 喜

※ は技の体験です。 （順不同・敬称略）
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明
治
期
の
俳
諧
は
、
江
戸
時
代
以
来
の
旧

派
の
俳
人
と
中
期
の
正
岡
子
規
の
登
場
に

よ
っ
て
、
そ
の
流
れ
が
大
き
く
分
岐
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

展
示
の
明
治
24
年
（
１
８
９
１
）
の
「
東

京
俳
諧　

宗
匠
一
覧
」
に
は
、
旧
派
の
俳
人

が
「
大
家
」「
高
名
家
」「
名
家
」
や
「
席
位

前
後
甲
乙
論
ぜ
ず
」
な
ど
と
し
て
、
当
時
一

流
の
俳
人
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
深
川
で

は
、「
高
名
家
」
欄
に
「
不
白
軒
梅
年
」、「
甲

乙
不
論
」
欄
に
は
、「
田
喜
庵
詩
竹
」「
夜
継

庵
得
之
」「
太
山
亭
蓮
舟
」「
震
柳
居
春
喬
」「
竹

立
庵
晋
江
」「
鳥
歌
園
花
朝
」
の
俳
人
の
名
が

見
え
ま
す
。
こ
の
時
期
の
東
京
の
俳
人
を
知

る
こ
と
が
出
来
る
貴
重
な
も
の
で
す
。
そ
し

て
、
当
時
、
名
を
馳
せ
た
旧
派
の
永
機
・
芹
舎
・

聴
秋
な
ど
の
俳
人
の
作
品
が
並
び
ま
す
。

　

一
方
、
近
代
俳
句
の
黎
明
期
を
支
え
た
正

岡
子
規
を
筆
頭
に
、
夏
目
漱
石
、「
秋
声
会
」

の
尾
崎
紅
葉
や
巌
谷
小
波
、「
筑
波
会
」
の
沼

波
瓊
音
、「
日
本
派
」
の
内
藤
鳴
雪
・
高
浜
虚
子
、

「
新
傾
向
運
動
」
の
河
東
碧
梧
桐
な
ど
、
多
彩

な
面
々
が
展
示
に
顔
を
揃
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
俳
人
の
遺
墨
に
触
れ
る
こ
と
で
、
現

代
に
至
る
俳
句
の
原
点
を
感
じ
取
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

＊

　

芭
蕉
の
書
簡
は
、『
芭
蕉
全
図
譜
』（
平
成

５
年　

岩
波
書
店
）
に
よ
っ
て
、
１
４
０
点

ほ
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、

写
し
も
含
め
、
今
日
ま
で
何
点
か
の
新
た
な

書
簡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
展
示
す
る
芭
蕉
書
簡
は
、
元

禄
５
年
２
月
８
日
付
の
書
簡
の
写
し
で
す
。

真
蹟
は
、
現
在
、
山
形
の
出
羽
三
山
歴
史
博

物
館
に
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
（
書
簡
の
寸
法

２
３
・７
㎝
×
３
７
・１
㎝
）。

　

内
容
は
、「
奥
羽
行
脚
に
出
立
す
る
門
人
支

考（
盤
子
）に
持
た
せ
た
紹
介
状
で
あ
る
。『
お

く
の
ほ
そ
道
』
の

旅
の
折
に
世
話
に

な
っ
た
礼
、
そ
の

翌
年
に
門
人
路
通

が
世
話
に
な
っ
た

礼
を
述
べ
、
こ
れ

か
ら
奥
羽
に
下
向

す
る
支
考
を
紹

介
す
る
。（
中

略
）
宗
吾
は

曾
良
の
こ
と
。」

な
ど
と
あ
り
ま

す
（『
芭
蕉
全

図
譜
』）。

　

本
掛
軸
の
寸
法
は
１
６
９・５
㎝
×
５
４・５

㎝
で
、
上
段
に
芭
蕉
書
簡
写
（
２
６・
３
㎝
×

３
７
・
㎝
）、
下
段
に
千
代
銘
正
月
発
句
懐
紙

（
２
８・１
㎝
×
４
５・１
㎝
）
の
二
点
が
貼
り
込

ま
れ
た
合
装
で
す
が
、
い
ず
れ
も
真
蹟
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

　

芭
蕉
書
簡
写
し
に
注
目
し
て
み
る
と
、
真

蹟
書
簡
の
本
紙
は
上
下
の
余
白
部
分
が
文
字

ギ
リ
ギ
リ
に
裁
断
さ
れ
、
寸
法
が
２
３
・７
㎝

で
あ
り
、
写
し
書
簡
は
本
紙
が
２
６
・３
㎝
と

上
下
の
余
白
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

真
蹟
書
簡
の
文
字
ギ
リ
ギ
リ
の
寸
法
で
写
し

書
簡
を
計
測
し
て
み
る
と
、
同
じ
２
３
・７
㎝

と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
本
紙
左
右
の
裁
断
の

仕
方
は
真
蹟
書
簡
と
写
し
書
簡
と
で
は
、
後

者
が
４
ミ
リ
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

真
蹟
書
簡
自
体
を
掛
軸
に
装
丁
し
直
す
際
に

裁
断
処
理
し
た
も
の
と
理
解
で
き
、
本
来
は

写
し
書
簡
並
み
の
本
紙
の
寸
法
だ
っ
た
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

手
紙
は
、「
冒
頭
の
二
行
は
、
文
末
で
紙
幅

が
尽
き
た
た
め
折
り
返
し
て
記
し
た
も
の
。」

（『
芭
蕉
全
図
譜
』）
と
さ
れ
、
本
文
が
18
行
、

追
伸
（
尚
々
書
）
が
19
行
目
〜
22
行
目
、
23
行

目
が
日
付
、
そ
し
て
24
行
目
が
差
し
出
し
と
宛

所
と
な
り
、
文
字
の
位
置
や
高
さ
、
行
間
の
使

い
方
が
正
確
に
写
し
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
相
違

す
る
点
は
一
箇
所
、
真
蹟
書
簡
の
本
文
９
行
目

の
下
に
あ
る
「
御
懇
意
ニ
」
の
部
分
が
、
写
し

書
簡
で
は
「
ニ
」
を
書
き
落
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
文
６
行
目
の
最
初
の
文
字
を
芭
蕉
が

書
き
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
写
し
書
簡
は
こ

れ
を
見
せ
消
ち
と
せ
ず
、
正
し
く
「
不
」
と
し

て
書
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
全
体
は
、
写
し
書

簡
の
方
が
芭
蕉
の
字
よ
り
も
柔
ら
か
い
筆
致
で

書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
掛
軸
の
来
歴
は
、
同

じ
山
形
県
内
に
あ
っ
た
も
の
で
、
真
蹟
書
簡
を

前
に
忠
実
に
写
し
取
っ
た
、
貴
重
な
資
料
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
機
会
に
是
非
、
記
念
館
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。 

（
横
浜
文
孝
）

芭
蕉
記
念
館
　
問
合
せ

江
東
区
芭
蕉
記
念
館

江
東
区
常
盤
１
│

６
│

３

☎
０
３（
３
６
３
１
）１
４
４
８

「
近
代
の
俳
人
」展
＆

　 
「
呂
丸
宛
芭
蕉
書
簡（
写
）」初
公
開

平
成
23
年
度
芭
蕉
記
念
館
企
画
展

芭
蕉
記
念
館
で
は
、企
画
展「
近
代
の
俳
人
」展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。ま
た
、芭
蕉
が
元
禄

５
年
２
月
８
日
付
に
門
人
の
近
藤
左
吉（
呂
丸
）に
宛
て
た
写
し
の
書
簡
一
幅
を
初
公
開
。

平
成
24
年
4
月
22
日（
日
）ま
で

　

「
近
代
の
俳
人
」展
＆

　 
「
呂
丸
宛
芭
蕉
書
簡（
写
）」初
公
開

「東京俳諧宗匠一覧」

呂丸宛芭蕉書簡写し参考　呂丸宛芭蕉書簡
（芭蕉全図譜より）
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小
名
木
村
の
開
発

　

天
正
18
年
（
１
５
９
０
）
の
徳
川
家
康
の

江
戸
入
部
に
よ
っ
て
開
発
が
始
ま
っ
た
城
東

地
区
の
な
か
で
も
、
特
に
歴
史
が
古
い
と
さ

れ
る
の
が
、
小
名
木
川
の
中
川
口
の
北
側
に

位
置
し
た
小
名
木
村
（
大
島
８
・
９
丁
目
付

近
）
で
す
。
小
名
木
村
は
、
天
正
年
間
に
小

名
木
四
郎
兵
衛
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
開
発

さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
村
名
も
開
発
者
で
あ
る

四
郎
兵
衛
の
姓
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
小
名
木
村
で
初
め
て
検
地
（
土

地
の
測
量
調
査
）
が
行
わ
れ
た
の
は
、
元
禄

10
年
（
１
６
９
７
）
の
こ
と
で
す
。
村
の
石

高
（
生
産
力
を
米
の
量
で
換
算
し
た
値
）
は

１
３
９
石
余
で
、
明
治
初
年
に
は
１
６
０
石

余
に
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
村
が
地
図
上

に
現
れ
て
く
る
の
も
、「
元
禄
国
絵
図
」
以

降
の
こ
と
と
な
り
ま
す
。

小
名
木
川
の
開
削

　

小
名
木
四
郎
兵
衛
は
、
江
戸
時
代
の
地
誌

『
新
編
武
蔵
風
土
記
』
や
『
葛
西
志
』
の
記

述
を
み
る
と
、
徳
川
家
康
の
命
に
よ
り
、
行

徳
（
市
川
市
）
か
ら
江
戸
へ
の
舟
運
を
確

保
す
る
た
め
、
慶
長
年
間
（
１
５
９
６
〜

１
６
１
５
）
に
小
名
木
川
（
区
登
録
史
跡
）

の
開
削
も
行
な
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
『
新
編
武
蔵
風
土
記
』
で
は
、
川
の
名
称

は
四
郎
兵
衛
に
由
来
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
小
名
木
川
」
と
い
う
名
称
が

は
っ
き
り
と
文
献
上
に
出
て
く
る
の
は
享
保

年
間
（
１
７
１
６
〜
１
７
３
６
）
以
降
の
こ

と
で
す
。
そ
れ
以
前
の
文
献
で
は
、「
ウ
ナ

ギ
サ
ヤ
ホ
リ
」（『
正
保
国
絵
図
』）、「
う
な

ぎ
沢
」（「
増
補
江
戸
大
絵
図
」
延
宝
７
年
）

な
ど
と
あ
り
、『
江
戸
砂
子
温
故
名
跡
誌
』（
享

保
17
年
）
で
は
「
小
名
木
川
」
の
頃
に
、「
俗

に
う
な
ぎ
さ
わ
と
云
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
、
当
初
は
「
う
な
ぎ
さ
わ
」
と
い

う
名
称
が
一
般
的
で
、
次
第
に
「
小
名
木
川
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

中
川
番
所
と
宝
塔
寺

　

小
名
木
村
に
沿
っ
て
流
れ
る
小
名
木
川

は
、
開
削
当
時
か
ら
行
徳
と
の
舟
運
を
繋
ぐ

役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

江
戸
時
代
、
舟
路
に
よ
る
流
通
・
交
通
の
動

脈
と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。

　

関
東
や
東
北
の
各
地
か
ら
利
根
川
・
江
戸

川
を
下
っ
て
き
た
物
資
は
、
江
東
区
内
の
水

路
を
通
っ
て
隅
田
川
・
江
戸
へ
と
運
び
込
ま

れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
の
が
小
名
木
川
で
、
江
戸
の
出
入
口
を

警
備
す
る
た
め
に
船
番
所
も
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
当
初
は
隅
田
川
口
の
万
年
橋
北
側
に

「
深
川
番
所
」（
区
登
録
史
跡
「
川
船
番
所
跡
」

常
盤
１
―
１
付
近
）
が
設
置
さ
れ
、
江
戸
に

出
入
り
す
る
舟
を
取
り
締
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
明
暦
３
年
（
１
６
５
７
）
の
江

戸
大
火
以
降
、
深
川
地
域
が
町
場
と
し
て
発

展
し
、
同
時
に
水
路
開
削
も
活
発
化
し
て
い

く
な
か
で
、
江
戸
の
周
辺
部
が
拡
大
し
て
い

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、寛
文
元
年（
１
６
６
１
）

に
は
番
所
も
、
小
名
木
村
東
部
の
中
川
口
へ

移
転
し
て
「
中
川
番
所
」（
区
指
定
史
跡
「
中

川
船
番
所
跡
」
大
島
９
―
１
）
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
番
所
で
は
、夜
間
通
船
の
チ
ェ
ッ

ク
や
女
性
の
通
行
、
鉄
砲
な
ど
の
武
具
の
取

り
締
ま
り
の
ほ
か
、
積
み
荷
の
検
査
も
行
う

よ
う
に
な
り
、
商
品
流
通
の
把
握
な
ど
の
役

割
も
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
内
に
は
真
言
宗
寺
院
の
稲
荷
山

宝
塔
寺
（
大
島
８
―
38
―
32
）
が
あ
り
ま
し

た
。
現
在
、
寺
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
塩
な

め
地
蔵
（
区
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
、
別
名

い
ぼ
取
地
蔵
）
は
、
も
と
は
小
名
木
川
沿
い

に
あ
っ
た
も
の
で
、
川
を
通
行
す
る
人
々
の

信
仰
を
集
め
、
商
売
繁
盛
や
い
ぼ
治
療
に
ご

利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

斉
藤
照
徳
） 図2　『江戸名所図会』「中川口」　中川番所が描かれる

図1　〔羅漢寺・大島・平方村絵図〕（部分）　
画面下を流れるのが小名木川、右部を上下に
流れるのが中川、①中川番所、②宝塔寺

2

1

小
名
木
村

城
東
の
村
を
歩
く
②

小
名
木
村

城
東
の
村
を
歩
く
②
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富
岡
八
幡
宮
の
水
屋
に
は
、
大
き
な
水

盤
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
ご
覧
に
な
っ
た

り
、
実
際
に
利
用
さ
れ
た
り
し
た
方
も
少
な

く
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
水
盤
は
、
実

は
今
か
ら
２
０
０
年
以
上
前
の
享
和
３
年

（
１
８
０
３
）
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
関

東
大
震
災
や
東
京
大
空
襲
な
ど
を
く
ぐ
り
抜

け
、
今
な
お
参
詣
者
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

　

作
者
は
、
代
々
太
田
駿
河
守
藤
原
正ま
さ
よ
し義

（「
政
義
」「
政
儀
」「
政
吉
」）
を
名
乗
っ
て

い
る
、
神
田
の
鋳い

も

じ
物
師
太
田
正
義
で
す
。
太

田
正
義
は
江
戸
の
鋳
物
師
と
し
て
有
名
だ
っ

た
よ
う
で
、
霊
巖
寺
な
ど
に
あ
る
江
戸
六
地

蔵
も
鋳
造
し
て
い
ま
す
（
た
だ
し
、
江
戸
六

地
蔵
が
鋳
造
さ
れ
た
の
は
１
７
０
８
年
か
ら

１
７
２
０
年
に
か
け
て
で
す
の
で
、
作
者
は
、

富
岡
八
幡
宮
の
水
盤
を
作
っ
た
太
田
正
義
の

何
代
か
前
の
人
物
で
し
ょ
う
）。

　

こ
の
水
盤
も
、
一
工
夫
さ
れ
た
作
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
見
す
る
と
青
銅
製
に
見
え
ま
す

が
、
実
は
石
製
の
水
盤
を
青
銅
で
包
ん
だ
構
造

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
か
ら
は
見
え
に

く
い
で
す
が
、
雲
を
あ
し
ら
っ
た
巧
み
な
鋳
物

の
脚
が
４
つ
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
の
鋳

物
師
が
作
っ
た
こ
れ
だ
け
立
派
な
水
盤
が
現
存

し
て
い
る
事
例
は
珍
し
く
、
工
芸
品
と
し
て
歴

史
的
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

で
は
、
こ
の
水
盤
の
注
文
主
は
誰
で
し
ょ

う
か
。
答
え
は
水
盤
に
あ
り
ま
す
。
水
盤
に

は
、
正
面
に
29
件
、
左
側
面
に
１
３
０
件
、

右
側
面
に
１
３
１
件
、
合
計
２
９
０
件
も
の

奉
納
者
な
ど
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
た

い
へ
ん
多
く
の
人
々
が
、
こ
の
水
盤
の
奉
納

に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
だ
っ

た
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
奉
納
者
名
は
、

「
中
嶋
屋
太
兵
衛
」
や
「
銅
屋
半
右
衛
門
」
な

ど
、
屋
号
が
つ
い
た
、
商
人
と
み
ら
れ
る
名

前
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
一
部
、「
出
見
世
」
や

「
長
家
中
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
り

ま
す
が
、
基
本
的
に
は
商
人
た
ち
が
力
を
合

わ
せ
て
水
盤
を
奉
納
し
た
と
み
て
間
違
い
な

い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
水
盤
の
正
面
に
名

前
が
刻
ま
れ
て
い
る
世
話
人
５
名
、
願
主
３

名
、
奉
納
者
21
名
が
、
こ
の
水
盤
の
奉
納
に

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
人
々
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
た
だ
し
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の

う
ち
の
約
３
分
の
２
は
、現
江
東
区
域
の
人
々

で
も
、
深
川
八
幡
宮
の
氏
子
町
の
人
々
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
水
盤
の
奉
納
者
全
体
を
み
て

も
、
約
半
数
は
深
川
八
幡
宮
の
氏
子
町
で
は

な
い
町
の
人
々
で
す
（
表
１
）。

　

奉
納
者
が
最
も
多
い
の
は
、
現
在
の
中
央

区
か
ら
千
代
田
区
に
か
け
て
伸
び
て
い
た

大お
お
も
ん門

通
り
沿
い
の
商
人
た
ち
で
、
水
盤
の
正

面
に
も
17
名
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
奉
納
者
が
住
ん
で
い
る
町
を
、
深
川

八
幡
宮
の
門
前
町
や
氏
子
町
で
あ
れ
ば
黒
く
塗

り
つ
ぶ
し
、
氏
子
町
で
な
け
れ
ば
黒
線
で
囲
っ

て
白
抜
き
に
し
た
も
の
が
左
頁
の
地
図
で
す

（
明
治
12
年
内
務
省
地
理
局
誌
課
作
成
「
実
測

東
京
全
図
」
を
も
と
に
作
図
し
ま
し
た
）。
こ

れ
を
見
る
と
、
大
川
（
隅
田
川
）
の
対
岸
の
馬

喰
町
や
日
本
橋
、
神
田
、
銀
座
あ
た
り
か
ら
も

水
盤
の
奉
納
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
な
お
、
同
図
に
は
、
縮
尺
の
関
係
で
八

官
丁
（
現
中
央
区
銀
座
８
丁
目
）
と
四
ッ
谷
伝

水盤正面に刻まれた奉納者名
　

大
門
通

　

立
川

　

柳
橋

　

箱
崎

　

室
町

世
話
人

　

大
門
通

　

黒
江
丁

　

御
門
前

願
主

　

北
川
町

　

大
門
通

中
嶋
屋
太
兵
衛

銅
屋
半
右
衛
門

銅
屋
富
五
郎

中
嶋
屋
金
八

銅
屋
惣
兵
衛

銅
屋
吉
次
郎

中
嶋
屋
源
次
郎

銅
屋
藤
右
衛
門

銅
屋
宇
兵
衛

銅
屋
亥
三
郎

中
嶋
屋
徳
兵
衛

野
田
屋
伊
三
郎

銅
屋
定
七

銅
屋
嘉
七

銅
屋
市
兵
衛

紀
伊
國
屋
半
七

河
内
屋
長
次
郎

河
内
屋
長
七

釘
屋
定
次
郎

銅
屋
惣
次
郎

鉄
屋
八
右
衛
門

伊
勢
屋
長
兵
衛

銅
屋
徳
兵
衛

中
嶋
屋
源
七

白
木
屋
八
郎
兵
衛

近
江
屋
藤
兵
衛

伊
豫
屋
庄
左
ヱ
門

伊
豫
屋
平
八

銅
屋
安
兵
衛

「
銅
造
水
盤 

太
田
正
義
作
」か
ら
み
る

富
岡
八
幡
宮
信
仰
の
広
が
り

「
銅
造
水
盤 

太
田
正
義
作
」か
ら
み
る

富
岡
八
幡
宮
信
仰
の
広
が
り

水盤全景写真

水盤の脚
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馬
町
（
現
新
宿
区
四
谷
１
〜
３
丁
目
）
は
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
奉
納
者
の
職
種
を
み
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
奉
納
者
の
職
種
を
調
べ
て
ま
と

め
た
も
の
が
表
２
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
職
種
不
明
の
商
人
も
少
な
く

な
い
で
す
が
、
判
明
す
る
中
で
最
も
多
い
職

種
が
、
鉄
や
銅
、
釘
を
扱
う
釘
鉄
銅
物
問
屋

の
商
人
た
ち
で
、
47
名
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

水
盤
は
青
銅
製
で
す
の
で
、
彼
ら
は
水
盤
の

材
料
を
提
供
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

あ
と
は
炭
薪
仲
買
商
人
や
岡
場
所
関
係
の
奉

納
者
が
9
名
と
比
較
的
多
い
も
の
の
、
さ
ま

ざ
ま
な
職
種
か
ら
水
盤
奉
納
に
参
加
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

御
弓
師
が
い
る
の
は
、
富
岡
八
幡
宮
の
近

く
に
三
十
三
間
堂
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の

で
し
ょ
う
か
。「
立
川
」（
竪
川
）
沿
い
の
商

人
が
比
較
的
目
立
つ
の
は
、
竪
川
講
と
い
う
、

火ひ

除よ
け

（
火
災
防
止
）
の
霊
験
あ
ら
た
か
な
三

峰
神
社（
埼
玉
県
秩
父
市
）を
信
仰
す
る
人
々

の
講
の
メ
ン
バ
ー
が
、
こ
の
水
盤
奉
納
に
も

ま
と
ま
っ
て
参
加
し
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
富
岡
八
幡

宮
の
門
前
町
や
氏
子
町
で
は
な
い
町
の
、
し

か
も
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
商
人
た
ち
が
参
加

し
て
い
た
と
い
え
ま
す
。
富
岡
八
幡
宮
が
、

江
戸
の
商
人
た
ち
か
ら
幅
広
く
信
仰
を
集
め

て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
水
盤
の
刻
銘
か
ら
見

て
取
れ
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
江
戸
の
商
人
た
ち
の
活
動
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
水
盤
に
名
前
が
刻
ま

れ
て
い
る
商
人
の
半
分
以
上
が
、
職
種
な
ど

が
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
江
戸
の
商
人
た
ち

に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
上
で
も
、
本
水
盤
の

刻
銘
は
貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
多
様
な
価
値
を
も
っ
た
水
盤

は
、
江
東
区
に
と
っ
て
と
り
わ
け
重
要
な
文

化
財
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
平
成
23
年
4

月
に
区
指
定
有
形
文
化
財
（
工
芸
品
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
富
岡
八
幡
宮
の
水
盤
と
し

て
参
詣
者
に
利
用
さ
れ
な
が
ら
、
後
世
ま
で

大
切
に
伝
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

中
西
崇
）

表 1　銅造水盤奉納者居住地一覧
町名 関係 人数 現在の住所

御門前（永代寺門前町） 門前町 26 江東区富岡１
仲町（永代寺門前仲町） 門前町 18 江東区富岡１、門前仲町１・２
土橋（門前仲町町内表通り） 門前町 4 江東区富岡１～３
東仲町（永代寺門前東仲町） 門前町 1 江東区富岡１・２
御舟蔵前 氏子町 1 江東区新大橋２
森下町 氏子町 2 江東区森下１～３
扇橋町 氏子町 1 江東区白河４、三好４、平野４、扇橋１
大和町 氏子町 1 江東区冬木
富岡町 氏子町 7 江東区冬木・深川２
平野町 氏子町 4 江東区深川１
江川場（深川和倉町） 8 江東区深川１・２
裾櫓町（永代寺門前山本町） 氏子町 4 江東区門前仲町２
表櫓町（永代寺門前山本町） 氏子町 2 江東区門前仲町２
諸町 氏子町 1 江東区永代１
相川町 氏子町 8 江東区永代１
中嶋町 氏子町 10 江東区永代２
北川町 氏子町 12 江東区永代２
大嶋町 氏子町 2 江東区永代２
蛤町 9 江東区永代２、門前仲町１・２
黒江町 氏子町 1 江東区永代２、福住１、門前仲町１
一色町 氏子町 2 江東区福住１
材木町 氏子町 3 江東区福住２
佐賀町 氏子町 1 江東区佐賀１～２
中川町 氏子町 1 江東区佐賀２
永代町 氏子町 2 江東区佐賀２、福住２
上中佃町（深川佃町） 1 江東区牡丹３
佃町（深川佃町） 5 江東区牡丹３
古石場 氏子町 2 江東区古石場
新石場（定浚屋敷） 氏子町 1 江東区越中島１
立川 2 墨田区、江東区
両国 1 墨田区
本所相生町 3 墨田区両国２・３・４、緑１
弁天屋浦（本所弁天門前） 氏子町 1 墨田区千歳１
松井町（本所松井町） 氏子町 10 墨田区千歳２・３
岩井町（元岩井町） 6 千代田区東神田１、岩本町２
神田久右衛門町 4 千代田区東神田３
神田塗師町 3 千代田区鍛冶町１
西横町（神田鍋町西横町） 1 千代田区鍛冶町２、神田須田町１
大門通 48 中央区・千代田区
日本橋釘店 3 中央区
橘町四丁目 1 中央区東日本橋３
通塩町 1 中央区日本橋横山町
通油町 3 中央区日本橋大伝馬町
馬喰町 1 中央区日本橋馬喰町１・２
堀留 1 中央区日本橋本町２、堀留町１
室町 1 中央区日本橋室町１
品川町 1 中央区日本橋室町１
榑正町 1 中央区日本橋３
弓町 12 中央区銀座１・２
八官町 1 中央区銀座８
南茅場町 1 中央区日本橋茅場町１
亀嶋 1 中央区日本橋茅場町１～３
小網町三丁目 4 中央区日本橋小網町
小網町二丁目 2 中央区日本橋小網町、日本橋人形町１
箱崎 氏子町 2 中央区日本橋箱崎町
霊巖島（霊岸島） 氏子町 7 中央区新川１
柳橋 1 台東区柳橋１、中央区東日本橋２
四ッ谷伝馬町 1 新宿区四谷１～３
巴町（西久保巴町？） 1（港区虎ノ門３？）
寺町 4（不明）
新地 3（不明）
下二丁目 4（不明）
（判読不能につき町名不明） 14（不明）

表 2　銅造水盤奉納者職種一覧
職種 人数

釘鉄銅物問屋 47
炭薪仲買 9
岡場所 9
米穀問屋 3
打物問屋 2
材木問屋　熊野問屋組合 2
材木仲買 2
材木竹炭問屋 2
水油問屋 2
瀬戸物店組 2
御弓師 2
古方・釘店組 1
銅鎭鍮物数品 1
石灰蠣殻灰俵売仲買 1
革烟草入問屋 1
烟管問屋 1
廻船問屋 1
書物問屋 1
鮮塩干肴問屋 1
生布海苔苧屑苆仲間 1
本町薬種問屋 1
御琴三味線所 1
紺屋小紋形所 1
扇問屋 1
鼈甲櫛笄簪所 1
六組飛脚屋 1
砂糖問屋 1
川魚 1
蕎麦 1
両替 1
銭屋商組 1
不明 188
（合計） 290

富岡八幡宮
（永代寺）
富岡八幡宮
（永代寺）

銅造水盤奉納者居住地地図
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亀
戸
銭
座
に
つ
い
て

　

寛
文
８
年
（
１
６
６
８
）、
幕
府
は
銭
貨

不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
茶
屋
四
郎
次
郎
ら

御
用
商
人
６
名
に
命
じ
、
亀
戸
天
神
社
南
の

約
一
万
五
千
坪
の
敷
地
を
与
え
、
寛
永
通
宝

を
鋳
造
さ
せ
ま
す
。
寛
文
８
年
か
ら
天
和

３
年
（
１
６
８
３
）
の
期
間
に
は
、〝
文
銭
〞

と
呼
ば
れ
る
背
面
に
「
文
」
の
字
を
鋳
込
ん

だ
銅
銭
を
鋳
造
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
７
回

に
わ
た
り
鋳
造
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、『
新

編
武
蔵
風
土
記
』『
葛
西
志
』
に
見
え
る
よ

う
に
安
永
２
年
（
１
７
７
３
）
に
廃
止
さ
れ

た
よ
う
で
す
。

『
鋳
銭
座
遺
跡
考
』
の
出
土
内
容

　

前
述
の
よ
う
に
亀
戸
銭
座
の
お
お
よ
そ

の
位
置
は
わ
か
る
も
の
の
、
亀
戸
銭
座
に

関
す
る
江
戸
時
代
の
文
献
や
絵
図
等
は
ほ

と
ん
ど
確
認
で
き
ず
、
実
態
は
不
明
と
言

わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
今
回
、
ご
紹
介
す

る
『
鋳
銭
座
遺
跡
考
』
上
編
巻
之
一
（
精
行

社
、
１
８
９
９
年
）
は
、
中
川
近
禮
と
い
う

人
物
が
、
明
治
30
年
（
１
８
９
７
）
か
ら
翌

年
に
か
け
て
７
回
に
わ
た
り
、
現
地
を
実
踏

し
た
成
果
を
も
と
に
し
た
論
考
で
す
。
本
書

に
は
比
定
地
の
平
面
図
お
よ
び
著
者
や
土
地

所
有
者
等
が
採
取
し
た
出
土
品
に
つ
い
て
記

述
し
、
遺
物
の
拓
本
や
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
判
然
と
し
な
い
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
文
章
を
も
と
に
出
土
遺
物
の
内
訳
を

表
と
し
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
寛
永
通
宝

の
ほ
か
、
坩る

堝つ
ぼ
や
取と
り

瓶べ

（
鉄
製
柄
杓
）
な
ど

銭
の
鋳
造
に
関
わ
る
資
料
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
現
在
こ
れ
ら
の
出
土
品
の
所
在

は
不
明
で
す
が
、
考
古
学
的
調
査
が
ま
だ
行

わ
れ
て
い
な
い
現
時
点
に
お
い
て
、
亀
戸
銭

座
を
研
究
す
る
う
え
で

の
貴
重
な
資
料
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

追
記　
「
亀
戸
二
丁
目

団
地
」（
昭
和
43
年
築
）

の
建
設
の
際
に
、
寛
永

通
宝
お
よ
び
坩
堝
等
が

出
土
し
た
こ
と
が
、
静

岡
い
づ
み
会
編
『
穴
銭

入
門
寛
永
通
宝
―
新
寛

永
銭
の
部
』（
書
信
館

出
版
、
１
９
９
２
年
）
に
記
述
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
書
に
は
坩
堝
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
、

こ
れ
を
見
る
と
口
縁
が
や
や
外
反
す
る
形
状

が
、『
鋳
銭
座
遺
跡
考
』
の
ス
ケ
ッ
チ
と
相

似
し
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
こ
ち
ら
の
出
土

品
も
所
在
が
不
明
で
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

野
本
賢
二
）

　

江
戸
時
代
、寛
永
通
宝
を
鋳
造
す
る
銭
座（
鋳
銭
場
）が
亀
戸
に
存
在
し
ま
し
た
。場

所
は
、現
在
の
亀
戸
２
丁
目
６
番
地（
U
R
都
市
機
構
亀
戸
二
丁
目
団
地
）に
比
定
さ

れ
、江
東
区
の
登
録
史
跡（
№
15
）と
な
っ
て
い
ま
す
。現
在
ま
で
考
古
学
的
な
調
査
は
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、明
治
期
に
銭
座
に
関
す
る
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。今
回
、こ

の
遺
物
に
つ
い
て
記
述
し
た
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
鋳
銭
座
遺
跡
考
』に
み
え
る
亀
戸
銭
座
出
土
の
遺
物

回 調査年月日 出土品
1 明治30年（1897）9月21日 磨銭砥3
2 明治31年（1898）4月17日 銭砥数十塊、鉄銭1

3
同年5月17日 銭砥、坩堝（夥しい量）
同年5月27日 鉄製柄杓、土器3、焼

塩壺ほか
4 同年6月 5日 鉄製柄杓（注口部）

5
？ 銭砥
？ 白銅銭、鉄銭

6 ？ 文銭1

7
？ 銅銭1
？ 坩堝2
？ 鉄銭1

出土遺物の内訳（『鋳銭座遺跡考』の記述を基に作成）

「本所猿江亀戸村辺絵図」にみる亀戸銭座
嘉永4年　近吾堂板（部分）

亀戸銭座跡モニュメント
※比定地外西側道路に設置されている。

「亀戸銭座遺跡略図」
（『鋳銭座遺跡考』国立国会図書館蔵）

出土遺物
（『鋳銭座遺跡考』国立国会図書館蔵）

取瓶

坩堝文銭

下町文化256号了.indd   8 12.1.16   11:58:04 AM


